
 

 

 

 

 

「いいことはおかげさま、わるいことは身から出たさび」相田みつをさんの言葉です。

いい事があると、「おかげさまで」と人に感謝をし、悪い事は、人のせいにせず自分に責任

の多くがあったと考えると、不満も出ないし自分自身も成長でき、相手へも感謝ができま

す。でも、ここまで、謙虚にはなるのは大変ですが、一歩でも近づきたいものです。  

江戸時代に日本を訪れた外国の人の多くが、日本人の礼儀正しさ、誠実で親切であるこ

と、誰もが学ぶ意欲を持っていて教養があることなどに驚き、敬意を表したという記録が

たくさんあると聞きます。今年カタールで行われたサッカーワールドカップを観戦した日

本のサポーターたちが、日本代表が試合に負けたにも関わらず、大きなビニル袋を手にス

タジアムのごみ拾いをする姿や、大災害の被災地での人々の助け合いなど、多くの日本人

は今も変わらない素晴らしさ、「おかげさまで」という心を持っています。  

このような言葉を聞くと誰もが優しい気持ちになれます。優しい気持ちからは、相手を思いやる

言葉が生まれます。私たち大人は、少しでも意識して「やさしい言葉」が子どもたちの耳に入って

いくような環境をつくっていくように努力することが大事だと思います。私たち一人一人が気持ち

よく、支え合い、助け合って生きていく社会をつくるためにも、人を大切にする気持ちや感謝の気

持ちをもって生活していくこと、そして、その気持ちは言葉として表されるということを伝えてい

きたいと思います。 

「大寒」を迎え、「最も寒さが厳しい時期」、まさしく冬の最後の山場です。自然界においては、

この厳しい寒さにじっと耐えることで、来るべき新しい季節に命の輝きを放ちます。 

子どもたちにとっても、次のステップに向けて、力を蓄えられる二月となるようにしていきたいと

思います。ご家庭においても子どもたちを励ましていただきますよう、よろしくお願いします。 

 

６年生の家庭科「くふうしようおいしい食事」の単元に、栄養バランスを考え１食分の献立を考

える学習があります。その内容を踏まえ、一人ずつ給食の献立を考え、グループで代表献立を決め、 

その中から、全校投票してもらい一位となった献立を実際の給食となって登場させてもらう計画で

す。「栄養バランス」「みんなが好きなもの」「好き嫌いをなくすために」「和歌山の食材」等、様々 

なテーマで考えてくれました。全校にプレゼンテーションを行い、一番希望が多かった「テリヤキ

チキンセット」が 2月の献立に入れてもらうことに決定しました。みんな楽しみにしています。 
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おかげさま！ありがとう！ 

 

給食の献立は６年生におまかせ！ 



   

 

 

 

 

 

 

 

  

の行事予定 

１日（水）あいさつ運動 

いじめなくそうデー 

２日（木）登校指導 

新入児保護者説明会 

３日（金）ひまわり校外学習 

４日（土）うちどくの日 

６日（月）不審者避難訓練 

７日（火）3年博物館見学 

１０日（金）授業参観・懇談 

１１日（土）建国記念の日 

 

１3日（月）クラブ活動（３年生クラブ見学） 

         漢字の博士試験 第３期（～１６日） 

１４日（火）スクールカウンセラー来校 

１５日（水）安全点検 

１６日（木）登校指導 

         第２回学校保健安全委員会 

１８日（土）子どもセンター「卒業を祝う会」 

２１日（火）６年お別れ遠足 

２３日（木）天皇誕生日 

今後の主な行事 
3月 20日（月）卒業式 

24日（金）3学期終業式 

３１日（金）離任式 

 

 

４月１０日（月）新任式・始業式 

１１日（火）入学式 

１２日（水）２～６年給食開始 

2018 年南極、マイナス９７．８度。聞くだけで凍りつきそうな気温。この数字は人工衛星のデー

タを基に算出され、地上で起こりうる最も低い気温として記録されています。それまでの世界最低

気温は同じ南極で１９８３年にロシアの基地で実際に観測した、マイナス 89.2 度。なんと温度計

で測定したそうです。そんな低い温度、正しく測れるのか？と心配になりますね。 

温度計と言われると、あの、ガラスの棒状温度計を思い起こします。温度計の中には、赤く着色

した灯油が入っていますが、温度が高いと、この灯油が温められて体積が大きくなり、体積が増

えた分だけ温度計の中を上っていき、止まったところのめもりがその温度となります。私たちが普

段使っている温度計ではマイナス 9０度なんて測れませんが、中の液体の種類を 

変えると（めもりも変えなければいけませんが）、正しく測れます。 

温度計は、16世紀の終わりから 17世紀の初め頃、物理学者で天文学者 

のガリレオ・ガリレイが世界で初めて発明したといわれています。ガリレオは 

手を握った時、『冷たい』とか『暖かい』といったように漠然としか判断できな 

かった体温を数字で表そうと温度計を考えたようです。体温くらいの温度しか 

測れなかったそうですから、ガリレイもまさかマイナス９０度の世界が本当にある 

なんて思いもしなかったでしょうね。 


